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から 7日以内（この場合は 8月 18日まで）と憲法
で定められている。しかし、結果発表から 4 日経
った 15日になっても、選管は大統領選の集計結果






























































































表 1 2017年 8月のケニア国政選挙結果 
大統領 ケニヤッタ候補の得票 
（得票率） 




   6,762,224 
（44.74%） 
下院議員  選出 任命 女性代表 計 
 ジュビリー党 140 6 25 171 
 オレンジ民主運動 62 3 11 76 
 ワイパー民主運動 19 1 3 23 
 アマニ全国評議会 12 1 1 14 
 FORDケニア 11 1 1 13 
 マシナニ党 2 0 0 2 
 NASA傘下 5政党 計 106 6 16 128 
 その他  44 0 6 50 
 下院議員合計 290 12 47 349 
上院議員 ジュビリー党（うち任命 10） 24 10 ― 34 
 オレンジ民主運動 13 7 ― 20 
 ワイパー民主運動 2 1 ― 3 
 アマニ全国評議会 2 1 ― 3 
 FORDケニア 1 0 ― 1 
 NASA傘下 5政党 計 18 9 ― 27 
 その他 5 1 ― 6 
 上院議員合計 47 20 ― 67 
カウンティ知事 ジュビリー党    25 
 NASA傘下 5政党 
（オレンジ 13、ワイパー2、FORDケニア 2） 
   17 
 その他    5 
 カウンティ知事合計    47 
注 1） 政党名の原語は以下の通り（下院議席順）。オレンジ民主運動（Orange Democratic Movement）、ワイパ
ー民主運動（Wiper Democratic Movement-Kenya）、アマニ全国評議会（Amani National Congress）、FORDケ
ニア（Forum for Restoration of Democracy-Kenya）、マシナニ党（Chama cha Mashinani）。 
注 2） マシナニ党は 8月の大統領選挙後にジュビリー党との協力関係を開始した。 
注 3） 党別の獲得議席数は、ケニア官報に掲載された選管発表数値に基づいて計算した。 
出典） ケニア官報各号、European Union Election Observation Mission (EU-EOM) 2018 Final Report: Republic 
of Kenya General Elections 2017 （2018年 1月 16日ダウンロード）、Nasa n.d. A Strong Nation: National Super 

















































1. 本稿執筆にあたっては、Daily Nation、East 
African、Standard、Star 等の主要な現地紙および、
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